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　植物は成長の過程で炭素を吸収するので、農作物
など植物起源のバイオ燃料を製造して化石燃料の代
替として使用することが、ライフサイクル的に見て
地球温暖化の抑制に繋がる、という概念が、バイオ
燃料生産に関して一般的に言われてきた。これに対
し、バイオ燃料を作るために新たに土地を開墾（森
林・植物の伐採、土壌の耕起）する場合、温室効果
ガスの排出がむしろ増加する、という試算結果が米
国科学誌 Science に掲載された（2008 年 2 月）。
　論文の一つは、 米国NGOの The Nature Conservancy 
と米国ミネソタ大学の共同で行われた研究で、熱帯雨
林、泥炭地帯、サバンナまたは草原を開墾して農作物
起源のバイオ燃料を生産する場合に、大気に放出され
る CO2 の量を作物と土壌に分けて計算し、影響レベル
をまとめたものである 1）。
　具体的には、ブラジルの熱帯雨林やサバンナを開
墾して大豆を生産しバイオディーゼル燃料に転換し
た場合、インドネシアやマレーシアの熱帯雨林や泥
炭地を開墾してパーム椰子を生産しバイオディーゼ
ル燃料に転換した場合、米国中央部の草原を開墾し
てコーンを生産しバイオエタノール燃料に転換した
場合、米国の耕作放棄地を開墾し草からバイオエタ
ノール燃料に転換した場合など、世界で実施中の方
策について検討している。計算の結果では、化石燃
料から植物起源バイオ燃料への代替によって温室効
果ガス排出量が削減する一方、その削減量（年間総
量）に対して、ブラジルのサバンナを開墾する場合
には 17 倍、インドネシアやマレーシアの泥炭地を
開墾する場合には 420 倍もの CO2 が余計に放出さ
れることになる、とされている。これは開墾前に元々
あった植物や土壌に蓄えられていた炭素が、伐採後
の植物の焼却や放置によるバクテリア分解などに
よって大気に放出されることが原因である。
　また、もう一つの論文は、米国プリンストン大学
などで行われた研究で、前述と同様の土地開墾時の
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　バイオ燃料生産に関する一般的概念は、植物起源のバイオ燃料を製造して化石燃料の代替として使用す
ることが、地球温暖化の抑制に繋がるというものである。しかし、バイオ燃料生産時に土地開墾を伴う場
合には、むしろ温室効果ガス排出量を増加させてしまう可能性を示した試算結果が科学誌 Science に掲載
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スイッチグラスなどからバイオエタノー ルを生産・使用しても、土地開墾を伴うと温室効果ガス排出は 50%
増加するとしている。これらの計算結果は、炭素保有としての作物・森林や土壌の評価、およびライフサイ
クルでの持続性評価の詳細な検討が必要であることを示唆している。
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温室効果ガス増加影響について、米国でバイオ燃料
を製造する場合に焦点を当て、ライフサイクル解析
を実施したものである2）。これによると、とうもろ
こしからバイオエタノールを生産し自動車用燃料と
して使用した場合、温室効果ガスは化石燃料に対
して 20% 削減するが、その際に土地開墾を伴うと、
温室効果ガス排出は 93% の増加に転じる。また、
バイオエタノール増産のための切り札と目されてい
るセルロース・バイオマスについても言及しており、
スイッチグラス（イネ科）などからバイオエタノー
ルを生産・使用した場合の温室効果ガス排出は化石
燃料に対して 70% 削減するが、土地開墾を伴うと、
温室効果ガス排出は 50% 増加してしまう、と記さ
れている。
　これらは、バイオ燃料生産時に土地開墾を伴う場
合、化石燃料を生産・使用するよりも、むしろ温室
効果ガス排出量を増加させてしまう可能性を示した
試算結果である。炭素保有としての作物・森林や土
壌の評価、およびバイオ燃料に関するライフサイク
ルでの持続性評価について、より詳細な検討が必要
であることが改めて示唆されたと言える。これらは、
EU・米国でスタートしているバイオ燃料に関する
持続性評価に資する結果でもあるが、今後、その評
価方法を迅速に策定することが求められる。
